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讃岐香川の様々な文化発展を応援します。

心に響く能の世界到来心に響く能の世界到来
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日本の代表的な伝統文化でもある能楽は、現代では日常的に触れられる機会は少ないですが、
その発展は茶の湯ともリンクしています。高松出身の能楽師・伶以野陽子さんは、近年地元でも
能楽の理解と普及にご尽力されています。財団も微力ながらそうした活動を応援させていただき
ました。今後は高松にも本格的な能楽堂の建設が望まれるところです。 撮影者・駒井壮介さん



　

武
者
小
路
千
家
の
第
十
四
世
家
元
。
不
徹
斎

宗
匠
に
は
、
平
成
九
年
の
四
月
に
竣
工
し
た
財

団
の
茶
室
「
美
藻
庵
」
の
名
付
け
親
と
し
て
、

ご
扁
額
い
た
だ
い
て
以
来
、
二
十
五
年
の
長
き

に
渡
り
、
ず
っ
と
ご
指
導
い
た
だ
き
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
弊
財
団
も
、
讃
岐
の
茶
の
湯

の
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
貸
し
茶
室
事
業
を

核
と
し
て
、
様
々
な
茶
の
湯
に
在
り
方
に
つ
い

て
の
ご
提
案
な
ど
を
中
心
に
、
微
力
な
が
ら
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
お
家
元
の
高
松
の
稽
古
場
と

し
て
、
季
節
ご
と
に
お
出
ま
し
い
た
だ
き
ご
指

導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
の
年
末

に
は
、「
師
走
茶
会
」
の
お
茶
会
を
主
催
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
財
団
に
と
っ

て
大
事
な
節
目
の
時
を
い
つ
も
祝
福
し
て
い
た

だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
十
八
年
に
は
、
財

団
の
設
立
十
周
年
事
業
と
し
て
国
の
特
別
名

勝
・
栗
林
公
園
で
、
各
流
派
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
い
た
記
念
茶
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
も
不
徹
斎
宗
匠
は
、
大
茶
屋
「
掬
月

亭
」
で
の
茶
席
を
梅
澤
信
子
先
生(

当
時)
に

お
願
い
し
て
下
さ
り
、
お
家
元
ご
自
身
は
、
千

利
休
と
讃
岐
高
松
藩
に
ご
縁
の
あ
る
「
木
守
」

茶
碗
に
つ
い
て
、
記
念
講
演
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
官
休
庵
か

ら
楽
歴
代
の
「
木
守
」
写
し
の
数
々
も
展
覧
し

て
下
さ
り
、
と
て
も
感
激
し
た
事
を
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

お
家
元
の
「
美
藻
庵
」
に
於
け
る
公
開
の
お

茶
席
と
し
て
は
、
平
成
二
十
九
年
の
「
初
釜
」

が
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
は
お
家
元

と
職
分
家
の
皆
様
の
皆
様
の
お
茶
席
で
す
が
、

奇
し
く
も
財
団
の
茶
室
竣
工
二
十
周
年
の
節
目

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
開
け
た
令
和
五
年
の

年
末
の
「
師
走
茶
会
」
は
お
家
元
三
度
目
の
お

茶
席
と
な
り
ま
し
た
。「
美
藻
庵
」
の
席
披
き

以
来
二
十
五
年
振
り
と
い
う
事
で
、
節
目
節
目

に
お
家
元
の
優
し
い
お
心
遣
い
を
い
た
だ
き
感

謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

お
茶
会
本
番
は
、
い
つ
も
の
お
稽
古
と
は

違
っ
て
、
茶
会
全
体
に
お
家
元
の
ご
配
慮
が

隅
々
ま
で
行
き
渡
っ
て
、
凛
と
し
た
雰
囲
気
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
い
て
、
お
客
様
に
と
っ

て
は
本
当
に
楽
し
い
お
茶
会
で
し
た
の
で
、
他

流
の
お
客
様
に
も
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
も
讃
岐
に
因
ん
で
、
前
回
よ
り
も
多
く

の
「
木
守
」
を
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
し
た
。
楽

歴
代
の
写
し
に
加
え
、
歴
代
家
元
の
手
造
り
の

お
茶
碗
も
あ
っ
て
、
と
て
も
珍
し
く
、
興
味
深

く
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
「
美
藻
庵
」
は
濃
茶
席
は
、
柔
ら
か

い
自
然
光
の
中
で
、
お
家
元
が
こ
の
点
前
座
に

座
ら
れ
る
の
は
、
い
つ
も
と
は
違
う
風
景
で
し

た
。
心
な
し
か
お
家
元
は
い
つ
も
よ
り
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
れ
て
、
ご
自
身
も
楽
し
ん
で
お
点
前
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、「
晴
松
亭
」
立
礼
席
の
薄
茶
席
は
、

高
畠
守
徹
先
生
と
翠
心
会
の
皆
様
が
京
都
か
ら

も
お
い
で
い
た
だ
き
華
や
か
な
お
席
と
な
り
ま

し
た
。
立
礼
席
は
、「
木
守
」茶
碗
の
展
観
席
で
、

令
和
五
年
　
十
二
月
三
日
　
中
條
文
化
振
興
財
団
茶
室「
美
藻
庵
」

席
主
　
武
者
小
路
千
家
十
四
世
家
元
　
千
宗
守

茶
室
竣
工
二
十
五
周
年
記
念

師
走
茶
会

高
畠
先
生
が
丁
寧
に
ご
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　

点
心
席
は
、
広
間
に
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
お

出
し
し
て
の
立
礼
席
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

も
お
家
元
の
ご
指
示
で
、
料
理
も
師
走
に
相
応

し
く
「
蕎
麦
懐
石
」
を
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

料
理
は
お
家
元
直
門
の
山
本
守
蝸
さ
ん(

料
亭

二
蝶)

に
お
願
い
し
た
の
で
、
試
食
や
打
ち
合

わ
せ
も
細
か
く
ご
指
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
の
年
の
瀬
は
、
財
団
に
と
っ
て
も

大
切
な
時
で
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
お
家
元

に
お
茶
席
を
お
願
い
す
る
事
が
出
来
た
の
は
不

思
議
な
巡
り
合
わ
せ
で
、
本
当
に
有
難
い
こ
と

で
し
た
。
そ
し
て
、
普
段
の
お
稽
古
の
時
と
は

違
い
、
茶
会
本
番
の
ご
高
配
の
一
部
始
終
を
拝

見
し
て
改
め
て
大
事
な
事
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
と
感
謝
い
た
し
ま
し
た
。



中
條條
文
化
振
興
財
団
　
師
走
茶
会
　
会
記

時
、
令
和
五
年
一
二
月
三
日

於
、
美
藻
庵

主
、
武
者
小
路
千
家

　
　
　
不
徹
斎
　
千
宗
守

　
　
流
祖

似
休
斎
一
翁
宗
守
居
士
三
五
〇
年
忌
を
控
え
て

　
　
　
　
　
寄
付

床
　
　
　
一
翁
画
像
　
文
叔
賛

香
合
　
　
赤
　
兜
巾
形
　
真
伯
在
判 

 

左
入
造

　
炭
斗
　
　
一
翁
好
　
竹
皮
本
歌
　
文
叔
在
判
　
真
伯
箱

一
閑
造

　
羽
箒
　
　
直
斎
好
　
犬
鷲
朱
鞭
　
愈
好
斎
箱

一
閑
造

　
火
箸
　
　
真
伯
好
　
桑
柄
　
一
指
斎
箱

　
鐶
　
　
　
一
啜
斎
好
　
糸
目
逆
鐶
　
愈
好
斎
箱

浄
益
造

　
釜
敷
　
　
一
指
斎
好
　
讃
岐
円
座
　
同
箱

　
　
灰
器
　
　
焼
貫
ノ
ン
カ
ウ
形 

 

了
入
造

　
　
灰
匙
　
　
赤 

 

了
入
造

　
　
　
　
　
濃
茶
席

床
　
　
　
利
休
消
息
　
少
庵
代
筆
　
木
守
の
文
　
ケ
ラ
判
有

花
入
　
　
利
休
作
　
尺
八
　
在
判
　
後
陽
成
天
皇
宸
筆
　
銘
　
八
千
代

　
花
　
　
　
加
茂
本
阿
弥
　
は
し
ば
み

釜
　
　
　
一
翁
好
　
算
木
　
愈
好
斎
箱 

 

与
次
郎
造

　
縁
　
　
　
丸
ビ
ル
古
材
　
南
米
産
松
　
不
徹
斎
在
判

水
指
　
　
漢
時
代
　
緑
釉
祭
器
　
三
足

茶
入
　
　
唐
物
　
驢
蹄
口
　
愈
好
斎
箱

茶
碗
　
　
一
翁
手
造
　
赤
　
銘
　
稀
人

　
別
二
　
　
　
家
元
・
樂
歴
代
　
木
守
写
　
数
々

茶
杓
　
　
一
翁
作
　
銘
　
昔
男
　
共
筒
　
直
斎
箱
　
一
啜
斎
外
箱

　
蓋
置
　
　
青
竹
　
引
切

　
建
水
　
　
木
地
　
曲

御
茶
　
　
銘
　
淀
の
昔
　
不
徹
斎
好 

 

京

伏
見

桃
香
園
詰

菓
子
　
　
銘
　
つ
き
せ
ぬ 

 

鶴
寿
庵
京
都
鶴
屋
製

　
器
　
　
　
不
徹
斎
好
　
青
漆
爪
紅
　
閣
形
縁
高

一
閑
造

　
　
呈
茶
に
て
此
度
新
作
の
不
徹
斎
監
修
に
よ
る
玉
藻
造

ノ
ン
カ
ウ
形

　
　
木
守
写
茶
碗
を
用
フ

　
　
　
　
　
薄
茶
席

於
、
晴
松
亭

主
、
武
者
小
路
千
家

　
　
　
家
元
教
授
　
高
畠
守
徹

床
　
　
　
愈
好
斎
一
行
　
萬
歳 

 

共
箱

花
入
　
　
愈
好
斎
作
　
一
重
切
　
銘
　
鶴
影
　
在
判
共
箱

　
花
　
　
　
季
の
も
の

香
合
　
　
鴨 

 

不
徹
斎
箱

蔵
六
造

釜
　
　
　
愈
好
斎
好
　
松
楓
文
　
瓢
釜

十
五
の
内

共
箱  

清
右
衛
門
造

水
指
　
　
不
徹
斎
手
作
　
芋
頭
　
無
の
字
彫
有

共
箱  

玉
藻
補

　
棚
　
　
隨
縁
斎
好
　
天
遊
卓 

 
 

桜
製
作
所
造

茶
器
　
　
愈
好
斎
好
　
蒟
醤
　
吉
祥
草
絵
　
茶
桶

共
箱  

後
藤
造

茶
碗
　
　
不
徹
斎
喜
寿
手
作
　
赤
　
銘
　
翁

共
箱  

玉
藻
補

　
替
　
　
　
雪
松
の
絵 

 

有
隣
斎
箱  

理
平
造

　
替
　
　
　
不
徹
斎
筆
　
閑
不
徹 

 
 

德
泉
造

茶
杓
　
　
不
徹
斎
古
稀
作
　
銘
　
寿
老 

 

共
筒
共
箱

　
蓋
置
　
　
不
徹
斎
喜
寿
好
　
一
双
の
内

共
箱

玉
藻
造

　
建
水
　
　
官
休
庵
伝
来
形
　
エ
フ
ゴ
　
砂
張 

 

浄
益
造

干
菓
子
　
　
千
代
結
　
喜
煎
餅 

 
 

亀
屋
伊
織
製

　
器
　
　
　
竹
　
青
海
盆 

 

有
隣
斎
箱

正
玄
造

　
莨
盆
　
　
直
斎
好
　
網
代
塗 

 
 

宗
哲
造

　
火
入
　
　
染
付
　
水
鳥
の
絵 

 
 

道
八
造

　
莨
入
　
　
唐
物
　
螺
鈿
細
工
　
寸
切

　
煙
管
　
　
一
指
斎
好
　
吉
祥
草
彫 

 
 

浄
益
造

　
香
箸
　
　
素
銅
　
瓦
釘 

 
 

金
長
造

　
　
　
　
　
点
心
席

床
　
　
　
花
柳
章
太
郎
　
師
走
討
ち
入
り
の
日
の
文

 
 

 

以
上



第
１
回
「
日
本
の
総
合
芸
術　

能
楽
の
世
界

を
知
る
」
を
10
月
９
日
（
月
・
祝
）、
シ
テ
方

観
世
流　

伶
以
野
陽
子
氏
を
お
迎
え
し
開
催
し

ま
し
た
。
能
楽
と
は
、
能
と
は
、
能
の
演
目
、

登
場
人
物
の
特
徴
、
和
製
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
言

わ
れ
る
所
以
、
能
舞
台
の
構
造
等
、
写
真
や
動

画
を
用
い
楽
し
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
後
半
に
は
香
川
ゆ
か
り
の
能
を
五
番
組

（「
八
島
」「
海
人
」「
松
山
天
狗
」「
当
願
暮
頭
」「
多

度
津
左
衛
門
」）
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
の
能
「
八
島
」
に
お
け
る
「
し
こ
ろ
引
き
」

の
戦
い
の
一
場
面
を
、
参
加
者
の
方
と
一
緒
に

再
現
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
、
能
「
八
島
」
に
惹

き
こ
ま
れ
能
楽
の
理
解
が
一
層
深
ま
っ
た
よ
う

で
し
た
。
初
心
者
の
方
に
も
大
変
わ
か
り
や
す

く
、
笑
い
の
絶
え
な
い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
「
ワ
キ
方
の
魅
力　

謡
を
楽
し
む
」

を
11
月
４
日
（
土
）、
ワ
キ
方
下
掛
宝
生
流　

安
田
登
氏
を
お
迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。
能
に

お
け
る
ワ
キ
の
役
割
、
ワ
キ
と
は
、「
境
界
に

い
る
あ
わ
い
（
間
）
の
人
」
の
姿
を
語
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
と
「
高
砂
」
や
「
船
弁

慶
」
を
謡
わ
れ
、
松
尾
芭
蕉
や
夏
目
漱
石
等
の

ワ
キ
の
視
点
で
書
か
れ
た
文
学
、
世
阿
弥
の
芸

能
論
に
つ
い
て
も
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
琵
琶
奏
者
の
か
す
み
氏

も
参
加
さ
れ
、
夏
目
漱
石
の
『
夢
十
夜
』
の
舞

台
を
再
現
。
灯
り
を
落
と
し
た
会
場
は
劇
場
と

化
し
、
迫
真
の
語
り
に
息
を
呑
む
素
晴
ら
し
い

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

第
３
回
「
能
楽
の
装
束
・
能
面
」
を
12
月
３

日
（
日
）、
シ
テ
方
観
世
流　

伶
以
野
陽
子
氏

と
シ
テ
方　

観
世
流　

小
田
切
亮
磨
氏
を
お
迎

え
し
開
催
し
ま
し
た
。
能
面
の
歴
史
・
役
割
・

基
本
型
と
呼
ば
れ
る
種
類
、
能
装
束
の
種
類

を
画
像
や
実
物
の
能
面
・
装
束
を
使
用
し
て
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
方

に
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
能
装
束
を
つ

け
る
体
験
も
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
モ
デ
ル
の

方
は
、「
重
く
て
暑
い
で
す
」
と
苦
笑
い
を
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
能
装
束
を

着
け
て
い
く
の
か
、
楽
屋
裏
で
し
か
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
光
景
に
参
加
者
の
皆
様
は
興
味

津
々
。
開
場
時
か
ら
展
示
し
た
、
装
束
や
能
面
、

か
ぶ
り
も
の
、
小
道
具
も
熱
心
に
ご
覧
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

第
４
回
「
能　

舞
を
楽
し
む
」
を
12
月
28
日

（
木
）、
シ
テ
方
観
世
流　

伶
以
野
陽
子
氏
を
お

迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。
前
半
は
参
加
者
全
員

で
能
の
基
本
と
な
る
構
エ
、
摺
り
足
、
サ
シ
、

角
と
り
、
カ
ザ
シ
扇
、
足
拍
子
を
体
験
し
ま
し

た
。
ま
た
、
能
「
葵
上
」
の
枕
ノ
段
の
謡
を
用

い
な
が
ら
、
実
際
に
シ
テ
方
の
能
舞
台
上
で
の

動
き
を
体
験
し
ま
し
た
。
後
半
で
は
能
「
橋
弁

慶
」
の
牛
若
丸
と
弁
慶
の
戦
い
を
能
の
型
や
謡

を
基
に
、
刀
を
用
い
て
全
員
で
チ
ャ
ン
バ
ラ
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
も
童
心
に

戻
り
大
変
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

第
５
回
「
日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し

も
う　

笛
・
小
鼓
」
を
１
月
21
日（
日
）、
笛
方　

かがわ能楽講座
～日本の伝統芸能・能楽を楽しもう～（全6回）

令和5年度助成事業

森
田
流　

杉
信
太
朗
氏
、
小
鼓
方　

幸
流　

曽

和
鼓
堂
氏
を
お
迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。
前
半

で
は
杉
先
生
が
能
管
の
構
造
や
音
階
、
幽
玄
な

音
の
出
る
仕
組
み
、
流
派
に
よ
っ
て
装
飾
音
が

異
な
る
等
、
興
味
深
い
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

笛
の
構
え
や
音
の
出
し
方
、
覚
え
方
、
独
特
の

拍
の
取
り
方
等
に
つ
い
て
教
わ
っ
た
後
、
希
望

者
が
能
管
を
体
験
し
ま
し
た
。
体
験
さ
れ
た

方
は
、「
ず
っ
し
り
重
く
、
音
が
な
か
な
か
出

な
か
っ
た
」
と
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
杉
先

生
の
感
動
的
な
笛
の
独
奏
も
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
後
半
は
曽
和
先
生
が
面
白
お
か
し

く
、
伶
以
野
先
生
や
能
「
葵
上
」
の
お
話
を
さ

れ
な
が
ら
、
小
鼓
の
奏
法
や
、
緒
（
皮
を
引
っ

張
っ
て
い
る
紐
）
の
調
整
な
ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー

かがわ能楽講座は、「日本の伝統芸能・能楽を楽しく深く
学ぶ」をコンセプトに、能楽を構成する様々な演者や要素
（シテ方、ワキ方、狂言方、囃子方、装束・能面等）にスポット
を当て、レクチャーやワークショップで能楽の魅力を楽しく
深く学べるプログラムとなっています。今年度は2023年
10月9日（月・祝）～2024年2月25日（日）迄開催いたします。

第1回

第3回 第２回



さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
内
、
２
名
の
方
が
小

鼓
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
が
、
手
の
力
を
抜
い
て

音
を
出
す
の
が
大
変
難
し
い
よ
う
で
、
先
生
が

素
晴
ら
し
い
調
子
で
小
鼓
を
打
つ
た
び
に
拍
手

が
沸
い
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
杉
先
生
と
曽
和

先
生
の
和
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
、
上
質
な

調
べ
を
堪
能
で
き
る
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

第
６
回
「
狂
言
の
魅
力
を
知
る
」
は
２
月
25

日
（
日
）、
狂
言
方
和
泉
流　

山
下
浩
一
郎
氏

を
お
迎
え
し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
大
人
気

の
狂
言
に
つ
い
て
、
た
っ
ぷ
り
と
お
話
い
た
だ

き
ま
す
。
参
加
者
全
員
で
セ
リ
フ
を
声
に
出

し
、
大
笑
い
し
て
狂
言
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　

今
年
度
は
２
月
25
日
（
日
）
に
か
が
わ
能
楽

講
座
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

各
講
座
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、

「
来
年
も
行
っ
て
ほ
し
い
」、「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
た
講
座
も
用
意
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ご

要
望
が
多
数
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
次
年
度
も

【令和6年	かがわ能楽講座プログラム】
●プレイベント　8月3日（土） 外国の方のためのNoh workshop in English
●プレイベント　8月4日（日） 午前 子どもたちのための　能楽ワークショップ
●第1回　8月 4日（日） 「日本の総合芸術　能楽の世界を知る」
●第2回　9月14日（土） 「ワキ方の魅力　謡を楽しむ」
●第3回　11月2日（土） 「能楽研究者としての視点　能楽の楽しみ方」
●第4回　12月8日（日） 「能　舞・謡を楽しむ」
●第5回　2025年1月19日（日）  「狂言を楽しもう」
●第6回　2月24日（月・祝） 「日本のクラシック音楽を楽しもう　笛・小鼓」
※第1回～第6回はレクザムホール（香川県県民ホール）小ホール棟5階「玉藻」にて、14時より開講いたします。

第4回

第4回

第5回 第5回

【かがわ能楽普及の会　会長　横山馨子】
「かがわ能楽普及の会」は能楽の素晴らしさを香川の皆様にお伝えしたい、文化
の一つとして定着してほしいという願いから、発足いたしました。今後も能楽を
中心として、伝統芸能を次の世代に伝えていくため、地域の文化振興に貢献す
るため、楽しい企画をご提供し活動を行って参ります。

か
が
わ
能
楽
講
座
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
年
度
、「
令
和
６
年　

か
が
わ
能
楽
講
座
」

は
２
０
２
４
年
８
月
３
日
（
土
）
よ
り
開
催
い

た
し
ま
す
。
今
年
度
の
内
容
に
加
え
、
外
国
の

方
や
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
講
座
も
開
催
い
た

し
ま
す
。
ま
た
能
楽
研
究
者
で
武
蔵
野
大
学
教

授
の
三
浦
裕
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
研
究
者

の
視
点
で
能
楽
の
魅
力
や
楽
し
み
方
、
先
生
の

研
究
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。



kagawa.kabuki.movie@gmail.com
チケット予約／お問い合わせ

　

令
和
五
年
度
財
団
助
成
金
交
付
団
体
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
村
歌

舞
伎
祇
園
座
保
存
会
の
事
務
局
鎌
田
で
す
。

　

今
回
『
農
村
歌
舞
伎
祇
園
座
』
を
テ
ー
マ
に

映
画
を
製
作
す
る
運
び
と
な
り
、
そ
の
公
開
に

つ
い
て
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
活
動
報

告
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

事
の
始
ま
り
は
二
〇
一
九
年
の
ク
リ
ス
マ
ス

前
。

　

歌
舞
伎
研
究
部
に
所
属
し
て
い
た
高
校
時
代

の
後
輩
が
や
っ
て
き
て

「
私
、
映
画
の
脚
本
を
書
い
て
い
る
ん
で
す

が
、
祇
園
座
を
テ
ー
マ
に
書
き
た
い
の
で
取
材

さ
せ
て
下
さ
い
」

　

と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
そ
れ
な
ら

と
い
ろ
い
ろ
資
料
を
見
せ
、
こ
ん
な
こ
と
も

あ
っ
た
な
ぁ
と
話
し
、
出
来
上
が
っ
た
脚
本
は

『
さ
ぬ
き
映
画
祭
二
〇
二
二
第
六
回
シ
ナ
リ
オ

コ
ン
ク
ー
ル
』で
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

脚
本
を
読
ん
で
私
は
ぶ
っ
飛
ん
だ
設
定
の
コ

メ
デ
ィ
だ
と
笑
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
わ
が
身

を
振
り
返
る
と
歳
の
差
の
設
定
と
か
有
り
だ
な

と
思
い
、
同
時
に
同
じ
農
村
歌
舞
伎
を
テ
ー
マ

に
し
た
原
田
芳
雄
氏
遺
作
の『
大
鹿
村
騒
動
記
』

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
『
大
鹿
村
騒
動
記
』
の
公
開
に
よ
り
大

鹿
村
の
歌
舞
伎
は
有
名
と
な
り
全
国
か
ら
観
光

客
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
は
望
ん
で

は
い
ま
せ
ん
が
（
笑
）、
高
松
市
に
農
村
歌
舞

伎
祇
園
座
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
少
し
で
も
多

く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
…
と
い
う

思
い
で
製
作
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

製
作
す
る
に
あ
た
っ
て
地
元
の
方
々
か
ら

や
、
い
ろ
ん
な
関
わ
り
合
い
を
も
つ
人
か
ら
の

協
賛
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
俳
優
さ
ん
た

ち
も
祇
園
座
に
関
わ
る
方
が
参
加
し
て
く
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
力
を
借
り
て
撮
影
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
雪
の

降
る
中
、
舞
台
本
番
の
再
現
シ
ー
ン
の
撮
影
で

す
。
四
月
の
公
演
の
は
ず
な
の
に
寒
さ
を
堪
え

撮
影
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
震
え
な
が
ら
の

シ
ー
ン
で
し
た
。

　

そ
し
て
編
集
も
終
わ
り
こ
の
三
月
一
〇
日
ソ

レ
イ
ユ
２
を
皮
切
り
に
四
ヵ
所
五
公
開
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

志
度
の
音
楽
ホ
ー
ル
で
は
歌
舞
伎
体
験
の
時

間
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
丁
度
四
月
公
演
の
前
な
の
で
そ
の
宣

伝
も
兼
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
祇
園
座
で
は
若
手
の
育
成
が
精
力
的

に
行
わ
れ
て
お
り
、
香
川
第
一
中
学
校
の
郷
土

研
究
部
か
ら
、
祇
園
座
の
他
の
公
演
に
出
た
い

と
生
徒
た
ち
が
夜
の
お
稽
古
に
も
参
加
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
の
あ
る
声
を
聞
く

と
、
私
た
ち
も
指
導
の
や
り
甲
斐
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
先
輩
か
ら
後
輩
に
受
け
継

ぐ
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
れ
ば
益
々
安
心
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
育
た
な
か
っ
た

三
味
線
方
が
急
に
増
え
始
め
、
こ
ち
ら
も
人
間

国
宝
の
鶴
澤
津
賀
寿
氏
を
師
事
す
る
鎌
田
義
美

が
指
導
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
映
画
を
見
て
、『
こ
の
風
景
知
っ
て

る
わ
』『
こ
の
人
知
っ
て
る
わ
』
と
楽
し
み
、『
こ

れ
あ
か
ん
や
ろ
』
と
笑
っ
て
も
ら
い
最
後
に

は
『
高
松
市
に
は
農
村
歌
舞
伎
や
っ
て
る
祇
園

座
っ
て
団
体
が
あ
る
ん
や
で
』
と
認
知
し
て
、

『
な
ら
農
村
歌
舞
伎
を
見
て
み
よ
う
！
』や『
面

白
そ
う
だ
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
か
』
と
帰
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
祇
園
座
で
歌
舞
伎
や

り
た
い
！
裏
方
な
ら
で
き
る
よ
！
そ
ん
な
方
は

ご
連
絡
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

公式facebookページ

令和5年度
助成事業

『スクエアダンス』が
公開されます！

映画



お菓子な話　その58

お月見もいいけどお花見もこれですね

　ご存知ですか？
　25年前にちょっとした旋風を巻き起こした『だんご3兄弟』
という曲を。
　串にささって だんご
　３つならんで だんこ
　しょうゆぬられて だんご
　だんご３兄弟
と、三つの団子を兄弟にみたてた楽しい歌です。
　一度聞くと耳に残り、美味しそうなくし団子が食べたくなり
ますよね。
　団子は、穀物の粉を水や湯を加え、蒸したり茹でたりした
ものを丸めて作ったものです。炭火で焼いた少し大きめの
柔らかなだんごにきな粉をまぶしたり、醤油やあんで味付け
したものなど、とても魅力的な和菓子です。
　今年の冬は毎日暖かく、春の足音がもうすぐ聞こえてきそ
うです。
　春になったら 花見 花見
と口づさみ、お餅屋さんの
おだんごを桜を見ながら頬
張ってみませんか？

3月
◆	書道教室　毎月第１・第3金曜日
	 森本義人先生
	 3月1日（金）・15日（金）午前10時～12時
◆	ヤングヤング（子供茶の湯教室）
	 毎月第2・第4土曜日　山下純子先生
	 3月2日（土）・9日（土）午後1時～
◆	和菓子講座
	 毎月第2金曜日　高橋初乃先生
	 3月8日（金）午前10時～12時
◆	茶室 de 若人茶会
	 3月10日（日）
	 処　　美藻庵　晴松亭（当財団茶室）
	 席主　大手前高松中学・高校茶道部
	 会費　一般800円・学生300円（茶席2席）
	 入席時間（各席12名・1時間30分を予定）
	 第1席　9時	 第2席　10時
	 第3席　11時	 第4席　13時
	 第5席　14時

◆	月に一度の喫茶室　毎月第3火曜日
	 3月19日（火）午前10時～午後2時（受付）
	 自由なお時間にどうぞ。（ランチは要予約）

4月
◆	懐石講座　三友居　山本勝先生
	 4月2日（火）午前11時・午後3時
◆	書道教室　森本義人先生
	 4月5日（金）・19日（金）午前10時～12時
◆	和菓子講座　高橋初乃先生
	 4月12日（金）午前10時～12時
◆	ヤングヤング　山下純子先生
	 4月13日（土）・27日（土）午後1時～
◆	月に一度の喫茶室
	 4月16日（火）午前10時～午後2時（受付）
	 自由なお時間にどうぞ。（ランチは要予約）
◆	茶室 de 若人茶会
	 4月28日（日）
	 処　　晴松亭（当財団茶室）
	 席主　高松商業高校茶道部
	 会費　一般700円・学生300円
	 入席時間（各席15名）
	 第1席　9時	 第2席　10時
	 第3席　11時	 第4席　12時30分
	 第5席　13時30分	 第6席　14時30分

5月
◆	和菓子講座　高橋初乃先生
	 5月10日（金）午前10時～12時
◆	ヤングヤング　山下純子先生
	 5月11日（土）・25日（土）午後1時～
◆	書道教室　森本義人先生
	 5月17日（金）・31日（金）午前10時～12時
◆	月に一度の喫茶室　
	 5月21日（火）午前10時～午後2時（受付）
	 自由なお時間にどうぞ。（ランチは要予約）
◆	5月月釜　五人様茶会
	 「お薄席と初夏の香組で爽やかな季節
の訪れをお楽しみください」と席主の
メッセージを添えてご案内いたします。

	 日時　5月26日（日）
	 処　　美藻庵　晴松亭（当財団茶室）
	 薄茶　武者小路千家　佐藤守春
	 香　　御家流香道香雲会　野田法子
	 会費　6,000円（薄茶・香・点心席）
	 入席時間（各席6名・2時間15分を予定）
	 第1席　9時	 第2席　10時30分
	 第3席　11時15分	 第4席　12時45分
	 第5席　14時15分	 （各席Ａ席・Ｂ席）
	 申込　 電話受付 4月15日（月）10時～

お申込みは財団まで。急遽中止になる事もあります。

　
財
団
の
喫
茶
室
受
付
で
初
め
て
来
た
と
い
う
男
性
客
が
「
茶
室
で
は
何
を
話
せ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
」
と
聞
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
亭
主
の
も
て
な
し
に
感
謝
し
な
が
ら
興
味
の
あ
る
お

道
具
な
ど
お
伺
い
す
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
と
答
え
な
が
ら
、
逆
に
茶
室
で
は
慎
む
べ
き
話
題
と

し
て
、
牡
丹
花
肖
柏
の
「
わ
が
仏
、
隣
の
宝
、
婿
舅
、
天
下
の
軍い

く
さ
、
人
の
善
悪
」
が
あ
り
ま
す

と
、
た
ま
た
ま
、
手
帳
に
書
き
付
け
て
い
た
頁
を
開
い
て
お
見
せ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
室
町
時
代
の
肖
柏
が
連
歌
の
席
で
の
話
題
の
戒
め
を
軽
妙
な
狂
歌
に
詠
ん
だ
も
の
で
す
が
、

こ
の
時
代
、
バ
サ
ラ
気
取
り
の
男
た
ち
は
些
細
な
口
論
を
修
羅
場
に
し
て
は
し
ゃ
ぐ
こ
と
も

多
々
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
言
質
に
警
戒
を
促
し
た
も
の
を
、
後
年
、
山
上
宗
二
が
茶
会
に

禁　

句

お
茶
の
風
景
（
23
）

財団行事予定
（3月〜5月） 休館日水曜日

引
用
し
て
慎
む
べ
き
言
葉
は
動
か
ら
静
の
世
界

に
、
さ
ら
に
一
般
社
会
の
常
識
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
春
本
番
の
暖
か
い
日
々
の
中
に
、
寒
の

戻
り
、
花
冷
え
な
ど
不
順
な
天
候
が
混
じ
り
ま

す
、
お
大
切
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

「
ふ
は
ふ
は
と
う
ど
ん
煮
ゆ
る
や
戻
り
寒
」
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年
が
明
け
正
月
飾
り
を
片
付
け
節
分

の
準
備
を
す
る
。
翌
日
、
立
春
を
迎
え

る
と
ひ
な
祭
り
の
こ
と
を
考
え
る
。
気

ぜ
わ
し
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
々
に
花

を
生
け
お
茶
を
い
た
だ
く
。
情
緒
が

あ
っ
て
い
い
も
の
で
す
。

　
季
節
の
変
わ
り
目
が
は
っ
き
り
し
な

く
な
っ
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
日
本
に

は
時
期
に
適
っ
た
伝
統
行
事
や
お
祭
り

が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
参
加
し

た
り
、
ま
た
、
見
聞
な
ど
を
通
し
て
四

季
を
感
じ
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
歳
事
の
大
小
は
あ
っ
て
も
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
々
の
暮
ら
し

に
根
付
い
た
伝
統
文
化
と
し
て
大
切
に

し
て
い
く
た
め
に
、
当
財
団
も
継
承
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
ね
が
っ
て
い
ま

す
。

編
集
後
記

﹇
声
・
情
報
お
寄
せ
く
だ
さ
い
﹈
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茶 華 道 ガ イド
急遽中止等の変更となる場合があります。

茶道裏千家淡交会高松支部	 TEL（087）841-0605
〈淡交会高松支部月釡〉　入席時間指定

 大西・アオイ記念館 800円　9:30～15:00
4/7 席主：富家宗育
6/2 席主：北村宗純

石州流讃岐清水派石州会	 TEL	090-2826-9229
4/14 創立87周年記念茶会　第1席席主：宮脇宗廣、
 第2席席主：里野宗絹、嶋﨑宗代、和田宗邦
 玉藻公園披雲閣 2,000円　9:00～15:00

煎茶道三癸亭賣茶流高松仙友会	 TEL（087）898-3655
5/26 三癸亭賣茶流高松仙友会　煎茶会
 第1席席主：金澤志保　第2席席主：池内明子
 玉藻城披雲閣 2,000円　9:00～14:00（受付終了）

武者小路千家香川官休会	 TEL（087）862-8574
〈香川官休会月釡〉　無量寿院 1,000円　9:00～15:00

3/3 席主：竹井守恵
5/5 席主：香川官休会　男子組

東讃茶道懇話会	 TEL（087）898-0391
3/24 月釡　席主：石州流讃岐清水派石州会　三琇会
 池戸西徳寺 800円　9:00～15:30

大西・アオイ記念財団	 TEL（087）880-7888
3/3 大西・アオイ花茶会
 席主：田井宗隆（裏千家淡交会高松支部）
 大西・アオイ記念館 800円　9:00～
〈大西・アオイ高校茶会〉

 大西・アオイ記念館 400円　10:00～
3/23 席主：高松桜井高校茶華道部
3/31 席主：三木高校茶華道部

高松市香南歴史民俗郷土館	 TEL（087）879-0717
〈由佐城月釡茶会〉 前売600円／4月から前売700円・当日800円

 第2研修室（和室） 9:30～（全6席）入席時刻指定
3/17 席主：落合宗仁（茶道石州流宗家高松会）
4/21 席主：田中宗瑞（裏千家　高畑宗稔社中）
5/19 席主：片山宗美（石州流讃岐清水派石州会）

財団では、かねてより開催しておりました「若人茶会」
の代わりに、財団の茶室を無料開放する事を、去年か
ら始めています。子供たちの考える力や行動力は、想
像以上に頼もしくて素晴らしいというのを、若人茶会
の経験で知りました。そうした子供たちの茶の湯の交
流を応援したいと考えています。

■対象は、高校生の茶道部のほか、小学生の茶道クラブ。中学
や大学の茶道部も対象と考えています。

■目的は、茶道を志す子供たちとの交流茶会。本格的な茶室を
使って、子供たちが自分たちで考えるお茶会の実現を応援し
ます。
■日時は、それぞれのご希望の日時で開催できます。例えば
土日の予定なら、土曜日は茶室の掃除、茶会の準備とお稽古。
日曜日はお客様を迎えてお茶会。片付けと撤収まで。
■費用は、お茶室は無料開放します。更に公開のお茶会をされ
る場合には３万円を助成します。それで茶筅や茶巾などを準
備してください。

■お茶会開催の場合は、お菓子やお抹茶は、ご希望のものを
支給します。茶会当日のお弁当もお任せください。

■お茶会のお客様は、先ずお友達やご家族の予約を優先しま
す。その後、席が空いていたら、財団の方でも一般のお客様を
募集します。

■お茶の先生方にお願いがあります。この事をお知り合いの学
校の先生や、茶道部を指導されている先生にお伝えください。
もちろん流派は問いません。是非ご協力をお頼みいたします。
■詳しくは、財団の事務局までご連絡下さい。ご希望の場合は、
先ずは日程の調整から。お茶会のやり方については、それぞ
れのご希望を伺いながら一緒に考えたいと思います。

■先ずはご一報をお待ちしております。生徒さんからでも、先
生からでも構いません。頑張りましょう。

子供たちの茶の湯を応援しませんか？


